































題 ｢5｣は亀井千晃先生ら (岡山大 ･薬学部)の
｢イヌのmigratingmyoelectriccomplexに対す
るcholecystokininの作用｣,演題 ｢6｣は鈴木-
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杉本 完二 (岡山大学 ･文学部)
目的 :空腹な動物を定期的な餌呈示(FTスケジュ
-ル)下で訓練すると,餌 (強化子)呈示間間隔
内において,interimactivity,terminalresponse
という2種類の行動が,ある特定の生起パターン
で出現するとされる (Staddon& Simmelhag,
1971)｡本研究の目的は,これらの行動の規定因及
びメカニズムを解明することにある｡ その際,強
化子呈示間間隔の長さを変化させて,その効果を
比較検討した｡
方法 :被験体はナイーブな雄のWistar系ラット10
匹 (実験 Ⅰで4匹,実験ⅠⅠで6匹)を使用し,そ
れぞれ給餌制限を施した｡
装置は7つの領域に分割された,底面が6角形
のボックス (1辺26cm,高さ35cm)を使用した｡
手続きは実験 Ⅰでは1日20分の訓練を1セッシ
ョンとし,馴化,FT30秒スケジュール(ペレット
40粒/日),消去の順序で実施した｡実験ⅠⅠでは1
日40分の訓練を1セッションとし,馴化,FT60秒
スケジュール (ペレット40粒/日),消去の順序で
実施した｡
結果と考察 :餌呈示間間隔の長さの相違にかかわ
らず,FT条件下ではどちらのラットにおいても,
摂食後にdrinkingが頻出し,その後standing/
rearingとsniffingが増加し,餌呈示直前になると
feeder-のsniffingが頻出するという,特定の行
動系列が出現した｡
一方,馴化及び消去の条件では,いずれも時間
経過に伴う行動パターンは山現しなかった｡FT条
件下で生起した行動は,従来のオペラント条件づ
けの枠組みでは説明しにくい｡このうち,餌呈示
直前に頻出するfeeder-のsniffingは餌呈示の予
期に基づ く種特有の食餌獲得行動の一形態だと考
えられる｡ また,摂食後に出現するdrinkingにつ
いては,単なる食後の飲水ではなく,餌非呈示の
予期,生理的な渇状態,種の特異性等が関与して
いる可能性があり,今後の検討を必要とする｡
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第15回岡山実験動物研究会報告
昭和62年12月5日(土)午後 1時30分から岡山郵
便貯金会館において矢部芳郎教授 (岡山大 ･医学
部)のお世話で開催された｡
はじめに,矢部芳郎教授から開会の御挨拶があ
